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品
を
格
安
で
提
供
。
塩
釜
市

第
一
支
所
は
塩
蔵
ワ
カ
メ
商

品
、
七
ヶ
浜
支
所
は
の
り
チ

ッ
プ
ス
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
海
洋
プ
ラ
ご
み
問
題
を
テ

ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
東
京
大
大
気
海
洋

研
究
所
の
道
田
豊
教
授

（
国
際
連
携
研
究
セ
ン
タ

ー
長
）
が
基
調
講
演
。
海

に
流
出
し
た
プ
ラ
ご
み
が
紫

外
線
や
波
の
作
用
で
砕
け
て

で
き
る
直
径
５
㍉
以
下
の
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、

生
態
系
や
人
体
な
ど
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
危
険
性
を
指
摘

し
た
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋

の
有
料
化
に
つ
い
て
道
田
教

授
は
「
プ
ラ
ご
み
全
体
に
対

す
る
レ
ジ
袋
の
割
合
は
高
く

な
い
が
、
無
償
で
入
手
で
き

る
も
の
は
扱
い
が
雑
に
な
り

が
ち
。
プ
ラ
ご
み
を
出
さ
な

い
と
い
う
意
識
付
け
の
き
っ

か
け
と
し
て
意
義
が
あ
る
」

と
強
調
。

　
一
度
海
に
流
出
し
た
プ
ラ

ご
み
の
回
収
は
困
難
な
こ
と

に
も
触
れ
な
が
ら
「
１
人
が

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
リ
ー
の
生

活
を
送
る
よ
り
、
千
人
が
少

し
ず
つ
削
減
す
る
方
が
効
果

は
大
き
い
。
一
人
一
人
が
で

き
る
範
囲
で
取
り
組
む
こ
と

が
大
事
」
と
呼
び
掛
け
た
。

扱
高
は
２
４
７
億
１
２
３
万

円
 （前
年
度
比
　
％
減
）。
コ

15

ロ
ナ
禍
の
需
要
減
退
な
ど
で

主
力
品
目
の
単
価
が
大
き
く

落
ち
込
み
、
鮮
魚
類
が
１
１

４
億
１
９
０
４
万
円
（
同
　17

％
減
）、
海
藻
類
　
億
６
４

81

５
１
万
円
（
同
　
％
減
）、

16

貝
類
　
億
９
８
１
６
万
円

41

（
同
　
％
減
）
と
い
ず
れ
も

12

減
少
し
た
。

　
品
目
別
で
は
、
乾
の
り
の

平
均
単
価
は
コ
ン
ビ
ニ
を
含

め
た
業
務
用
不
振
が
顕
著
で

１
枚
当
た
り
３
・
３
円
安
の

　
・
０
円
。
ギ
ン
ザ
ケ
は
　

10

21

％
安
の
キ
ロ
４
７
８
円
。
カ

キ
の
販
売
金
額
は
　
％
減
と

27

な
っ
た
。
ホ
ヤ
は
貝
毒
の
影

響
も
あ
り
水
揚
量
が
８
割
に

と
ど
ま
っ
た
。

　
一
方
、
ホ
タ
テ
は
国
の
特

定
水
産
物
供
給
平
準
化
事
業

を
活
用
し
て
水
揚
げ
促
進
に

努
め
た
結
果
、
取
扱
量
が

１
・
９
倍
に
ア
ッ
プ
。
ワ
カ

メ
は
近
年
の
高
値
に
及
ば
な

い
も
の
の
大
き
く
下
落
す
る

こ
と
な
く
生
産
を
終
え
た
。

　
３
年
度
は
共
販
品
の
消
費

拡
大
と
高
付
加
価
値
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
種
苗
の

安
定
確
保
や
病
症
害
対
策
に

向
け
研
究
機
関
と
の
連
携
を

強
め
る
。
冷
凍
加
工
品
の
販

売
事
業
で
は
輸
出
を
重
点
項

目
に
入
れ
た
。
感
染
症
対
策

と
し
て
会
議
な
ど
の
リ
モ
ー

ト
対
応
の
検
討
も
進
め
る
。

　
こ
の
日
の
総
代
会
で
は
、

共
同
・
区
画
漁
業
権
の
適
切

な
管
理
を
通
じ
て
持
続
的
な

漁
業
生
産
を
目
指
す
「
漁
業

生
産
力
の
発
展
に
関
す
る
計

画
」
の
制
定
も
承
認
し
た
。

資
源
減
少
が
続
く
イ
サ
ダ

（
ツ
ノ
ナ
シ
オ
キ
ア
ミ
）
や

ア
ワ
ビ
、
秋
サ
ケ
な
ど
の
生

産
力
回
復
・
発
展
に
努
め
る
。

（
２
面
に
令
和
２
年
度
の
事

業
成
績
を
掲
載
）

　
昨
年
度
決
算
や
事
業
の
方

向
性
、
処
理
水
の
海
洋
放
出

問
題
、
海
づ
く
り
大
会
の
意

気
込
み
な
ど
を
寺
沢
春
彦
代

表
理
事
組
合
長
に
聞
い
た
。

　
―
 ９期
連
続
の
黒
字
を

達
成
し
た
。

　
寺
沢
組
合
長
　
環
境
変
化

に
よ
る
漁
獲
不
振
や
貝
毒

発
生
、
コ
ロ
ナ
禍
の
魚
価
低

迷
な
ど
、
漁
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳

し
い
な
か
で
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
本
当
に
頑
張
っ
て
も

ら
っ
た
１
年
だ
っ
た
。

浜
の
声
を
し
っ
か
り
取

り
入
れ
、 「わ
か
り
や
す

い
漁
協
」
を
構
築
す
る

こ
と
で
理
事
会
制
度
移

行
の
成
果
を
示
し
て
い

き
た
い
。

　
―
 コロ
ナ
の
影
響

は
今
季
も
続
く
。

　
寺
沢
組
合
長
　
漁
家
経
営

は
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
だ
。
信

用
事
業
で
資
金
面
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
と
も
に
、
流
通
が

滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
関
係

者
と
協
議
し
て
い
く
。
感
染

収
束
後
を
見
据
え
、
ま
ず
は

抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
に

努
め
た
い
。

　
―
 具体
的
に
何
を
す
べ

き
な
の
か
。

　
寺
沢
組
合
長
　
昨
年
度
は

ホ
タ
テ
の
平
準
化
事
業
が
成

果
を
上
げ
、 ホ
ヤ
・
ア
カ
ガ
イ

は
貝
毒
の
監
視
海
域
が
細
分

化
さ
れ
た
。
海
に
あ
る
も
の

を
販
売
・
流
通
に
乗
せ
、 生
産

サ
イ
ク
ル
を
維
持
す
る
こ
と

が
基
本
。
今
季
か
ら
生
食
用

カ
キ
は
出
荷
期
間
が
試
験
的

に
６
月
末
ま
で
１
カ
月
延
長

さ
れ
た
。
環
境
変
化
に
対
応

し
た
漁
業
調
整
規
則
の
見
直

し
や
、
資
源
維
持
を
図
る
認

証
制
度
の
取
得
も
重
要
に
な

っ
て
く
る
。
や
れ
る
こ
と
は

全
て
や
っ
て
い
く
覚
悟
だ
。

　
―
 東京
電
力
福
島
第
一

原
発
の
汚
染
処
理
水
の
処
分

に
つ
い
て
政
府
は
海
洋
放
出

の
方
針
を
決
め
た
。

　
寺
沢
組
合
長
　
海
洋
放
出

は
断
固
反
対
で
あ
り
、
東
電

に
よ
る
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

や
風
評
対
策
の
実
効
性
に
は

大
い
に
疑
問
が
残
る
。
政
府

が
前
面
に
立
っ
て
賠
償
対
応

な
ど
を
担
う
よ
う
強
く
訴
え

て
い
く
。
政
府
に
は
漁
業
が

子
々
孫
々
ま
で
継
続
で
き
る

方
策
を
示
す
責
任
が
あ
る
。

海
洋
放
出
以
外
の
処
理
方

法
も
示
す
よ
う
働
き
掛
け
て

い
く
。

　
―
 　月
に
海
づ
く
り
大

10

会
が
県
内
で
初
開
催
さ
れ

る
。
　
寺
沢
組
合
長
　
東
日
本
大

震
災
か
ら
　
年
の
節
目
。
全

10

国
の
皆
さ
ん
に
支
援
へ
の
感

謝
を
伝
え
た
い
。
復
興
に
向

け
て
精
い
っ
ぱ
い
歩
ん
で
き

た
宮
城
の
漁
業
者
の
姿
も
見

て
も
ら
え
れ
ば
。
運
営
に
全

面
的
に
協
力
し
て
い
く
。

功
へ
の
決
意
を
込
め
て
あ
い

さ
つ
。
日
ご
ろ
海
浜
清
掃
に

取
り
組
む
一
般
社
団
法
人
石

巻
海
さ
く
ら
の
髙
橋
正
祥
代

表
、
宮
城
海
ご
み
な
く
し
隊

の
本
間
秋
彦
隊
長
が
活
動
内

容
を
紹
介
し
た
後
、
公
益
財

団
法
人
海
と
渚
環
境
美
化
・

油
濁
対
策
機
構
（
東
京
都
）

の
粂
知
文
専
務
理
事
が
「
環

境
美
化
宣
言
」
を
し
た
。

　
漂
着
ご
み
の
８
割
は
陸
か

ら
川
を
通
じ
て
流
れ
出
し
た

生
活
ご
み
と
い
う
。
当
組
合

石
巻
湾
支
所
は
渡
波
長
浜
海

岸
、
石
巻
地
区
支
所
は
佐
須

浜
、
石
巻
市
東
部
支
所
は
牧

浜
で
清
掃
活
動
を
展
開
。
地

域
住
民
含
め
総
勢
約
１
５
０

人
が
ト
ン
グ
な
ど
を
使
っ
て

ご
み
を
拾
い
集
め
た
。

　
３
つ
の
浜
の
ご
み
の
量
を

合
わ
せ
る
と
燃
え
る
ご
み
は

１
５
０
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
袋
、
缶
・
ビ
ン
類
　
袋
に

30

25

な
っ
た
。

　
海
づ
く
り
大
会
の
１
０
０

日
前
イ
ベ
ン
ト
が
６
月
　
、
24

　
の
両
日
、
県
庁
で
あ
っ

25た
。
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
に
関
す
る
講
演
や
県
警
音

楽
隊
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

催
さ
れ
、
当
組
合
は
県
内
特

産
品
の
販
売
を
通
し
て
全
県

的
な
盛
り
上
げ
を
図
っ
た
。

　
本
所
は
、
志
津
川
支
所
女

性
部
が
手
掛
け
る
缶
詰
シ
リ

メ
ン
バ
ー
ら
を
含
め
約
　
人
70

が
丁
寧
に
穴
を
掘
り
、
肥
料

も
加
え
な
が
ら
県
内
で
育
成

さ
れ
た
松
食
い
虫
の
被
害
に

強
い
「
抵
抗
性
ア
カ
マ
ツ
」

の
苗
木
を
植
え
込
ん
だ
。

　
植
樹
し
た
場
所
は
松
枯
れ

や
風
倒
木
が
目
立
つ
約
千
平

方
㍍
の
荒
廃
山
地
。
雄
勝
湾

南
岸
に
位
置
す
る
。
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
の
記
念
植
樹
も
あ
り
、

式
の
あ
い
さ
つ
で
緑
化
推
進

委
員
会
の
森
琢
男
理
事
長
は

「
森
と
海
の
間
に
は
密
接
な

関
係
が
築
か
れ
て
い
る
。
漁

業
と
林
業
団
体
の
協
働
の
輪

が
広
が
れ
ば
」
と
期
待
。

　
海
づ
く
り
大
会
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
な
る
今
年
度
全
国

一
斉
海
浜
清
掃
旗
揚
げ
式
が

５
月
　
日
、
石
巻
市
の
渡
波

30

長
浜
海
岸
で
あ
っ
た
。
海
浜

清
掃
活
動
の
全
国
的
な
普
及

啓
発
を
図
る
狙
い
で
、
当
組

合
も
砂
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど

漂
着
ご
み
を
集
め
、
環
境
保

全
意
識
を
新
た
に
し
た
。

　
式
で
佐
藤
靖
県
水
産
林
政

部
長
と
齋
藤
正
美
市
長
が
環

境
保
全
の
大
切
さ
や
大
会
成

 コロナ直撃も９期連続黒字

 ２年度決算、 剰余金 1 . 1 億円

　
当
組
合
は
６
月
　
日
、
石

22

巻
市
雄
勝
町
雄
勝
字
呉
壺
地

内
で
植
樹
に
汗
を
流
し
た
。

倒
木
な
ど
で
荒
れ
た
山
の
斜

面
に
マ
ツ
の
苗
木
２
５
０
本

を
植
え
、
森
と
海
の
絆
を
あ

ら
た
め
て
胸
に
刻
ん
だ
。

　
海
づ
く
り
大
会
や
国
連
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
に
呼
応
し
た
取
り

組
み
で
、
公
益
社
団
法
人
宮

城
県
緑
化
推
進
委
員
会
が
主

催
。
石
巻
地
区
森
林
組
合
の

　
当
組
合
は
６
月
　
日
、
通
常
総
代
会
を
塩
釜
総
合
支
所
で
開
き
、
令
和
２
年
度
決
算

30

や
３
年
度
事
業
計
画
な
ど
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
承
認
し
た
＝
写
真
。
２
年
度

は
当
期
剰
余
金
１
億
１
３
６
５
万
円
を
計
上
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
需
要
減
退
が
直
撃
し
、
販
売
事
業
が
低
迷
し
た
が
９
期
連
続
の
黒
字
を
確
保
し
た
。

組
合
総
代
会

　
事
業
損
失
は
２
５
９
万

円
、
経
常
利
益
は
１
億
１

４
４
７
万
円
。
自
己
資
本
比

率
は
　
・
６
５
％
と
前
年
度

16

に
比
べ
て
１
・
６
９
㌽
上
昇

し
た
。

　
販
売
事
業
の
受
託
販
売
取

成功させよう  海づくり大会

ー
ズ
「
魚
市
場
キ
ッ
チ
ン
」

や
県
内
加
工
会
社
の
人
気
商

女
性
部
が
手
掛
け
た
缶

詰
商
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

 機
運
醸
成
に
一
役

県
庁
で
特
産
品
Ｐ
Ｒ
 

　
当
組
合
雄
勝
町
雄
勝
湾

支
所
の
末
永
陽
市
運
営
委

員
長
は
「
全
国
に
自
慢
の

海
産
物
を
届
け
ら
れ
る
の

は
、
海
に
多
大
な
恩
恵
を

与
え
て
く
れ
る
森
が
あ
っ

て
こ
そ
。
林
業
関
係
者
と

協
力
し
合
い
、
震
災
の
傷

跡
が
今
も
残
る
雄
勝
の
森

と
海
の
健
全
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
誓
っ
た
。

  豊
か
な
森
、

  豊
か
な
海
に

雄
勝
で
植
樹
 

 
な
く
そ
う
プ
ラ
ご
み

石
巻
で
海
浜
清
掃
 

清
掃
活
動
に
取
り
組
む
参
加

者
た
ち
 
（
渡
波
長
浜
海
岸
）

記念植樹を行う当組合員ら

　石巻市を主会場として10月２、３の両日に本県で初開
催される「第40回全国豊かな海づくり大会～食材王国
みやぎ大会」。当組合もプレイベントに参加し、大会の
機運醸成に一役買っています。

こ
の
１
年
 「
 組
合
員
に
感
謝
 」
 

コ
ロ
ナ
後
見
据
え
事
業
展
開

寺
沢
組
合
長
に
聞
く
 



（２）海 と 共 に広　報 令和3年・夏

し
た
。

　
近
年
の
県
内
生
産
量
は
１

万
４
～
５
千
 ㌧
 前
後
で
推

移
。
こ
の
う
ち
の
２
～
３
割

が
み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン
と
な

る
。
ブ
ラ
ン
ド
誕
生
か
ら
４

年
が
た
ち
、
認
知
度
が
上
が

っ
て
き
た
。
鮮
度
の
高
さ
が

評
判
を
呼
び
、
刺
身
な
ど
生

食
に
特
化
し
た
商
材
と
し
て

全
国
か
ら
引
き
合
い
が
年
々

強
ま
っ
て
い
る
。

　
「
差
別
化
を
図
ら
な
い
と

モ
ノ
は
売
れ
な
い
。
い
ず
れ

生
産
は
全
て
み
や
ぎ
サ
ー
モ

ン
に
切
り
替
え
る
の
が
理

想
」
と
当
組
合
本
所
経
済
事

業
部
の
岩
崎
幸
雄
部
長
。

　
「
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば

対
面
販
売
も
再
開
で
き
る
。

み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン
の
拡
販
に

一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。

が
続
い
た
。
越
年
在
庫
の

払
底
も
伝
わ
り
、
シ
ー
ズ
ン

を
通
し
て
好
相
場
を
形
成

で
す
。

　
日
々
漁
業
を
営
む
皆
さ
ん

に
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

す
が
、
魚
資
源
を
と
り
続
け

る
に
は
、
自
然
界
に
一
定
程

度
残
さ
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
ま
で

魚
種
に
よ
っ
て
漁
期
を
限
っ

え
、
こ
れ
か
ら
の
資
源
管
理

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方

を
続
け
な
が
ら
も
、
漁
業
者

に
は
漁
獲
量
の
報
告
を
義
務

づ
け
、
資
源
量
推
定
を
科
学

機
関
で
あ
る
水
研
機
構
が

行
い
、
資
源
量
を
Ｍ
Ｓ
Ｙ

（
資
源
量
を
維
持
で
き
る
最

を
積
極
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
よ
う
と
い
う
制
度
に
な
っ

た
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
新
た
な
制
度
の

な
か
で
ま
ず
皆
さ
ん
に
直
接

関
係
し
て
く
る
と
こ
ろ
は
漁

獲
量
の
報
告
義
務
で
す
。
養

殖
業
で
も
収
穫
量
の
報
告
義

　
政
府
は
平
成
　
年
に
「
水

30

産
政
策
の
改
革
」
を
押
し
進

め
る
こ
と
と
し
て
令
和
２
年

　
月
に
新
漁
業
法
を
施
行
さ

12せ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
意
識

さ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
新
漁
業
法
施
行
で

国
家
と
漁
業
と
の
関
わ
り
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
象
徴
は
「
目
的
と
基
準
が

明
確
に
な
っ
た
資
源
管
理

制
度
」
が
柱
に
な
っ
た
こ
と

た
り
、
漁
法
に
規
制
を
か
け

た
り
、
保
護
区
域
を
設
定
し

た
り
、
漁
船
数
を
絞
っ
た
り

し
て
き
ま
し
た
。
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
こ
の
や
り
方
は

資
源
管
理
対
策
と
し
て
不
十

分
だ
っ
た
と
政
府
が
判
断
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ

大
漁
獲
量
）
水
準
に
回
復
さ

せ
る
た
め
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
等
に
よ

る
数
量
管
理
を
強
化
し
て
、

行
政
が
漁
業
を
統
治
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
平
た
く
言
え
ば
、
行
政

が
漁
獲
量
の
管
理
を
強
め
て

自
然
界
に
い
る
魚
の
資
源
量

務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
義
務

化
は
昨
年
　
月
か
ら
始
ま
っ

12

て
は
い
る
の
で
す
が
、
ま
だ

ど
の
よ
う
な
頻
度
で
集
計
す

る
か
な
ど
本
格
的
な
集
計
の

取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
な

い
ゆ
え
に
皆
さ
ん
は
大
き
な

変
化
を
感
じ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
沿
岸

漁
業
を
営
む
皆
さ
ん
が
日
々

直
接
行
政
に
漁
獲
量
や
収
穫

量
を
届
け
る
と
い
う
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
所

属
漁
協
か
ら
行
政
に
報
告
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
皆
さ
ん

の
所
属
す
る
漁
協
支
所
と
の

間
で
日
々
の
水
揚
げ
が
随
時

報
告
さ
れ
る
し
く
み
が
あ
れ

ば
こ
れ
ま
で
と
は
変
わ
り
な

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

魚
市
場
な
ど
で
出
荷
時
に
発

行
さ
れ
る
伝
票
が
漁
協
支
所

に
回
ら
な
い
ケ
ー
ス
や
、
漁

協
支
所
の
集
計
が
時
々
し
か

行
わ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
、

組
合
員
が
魚
市
場
や
漁
協

共
販
と
は
関
係
の
な
い
独
自

の
販
路
に
の
せ
て
い
る
ケ
ー

ス
に
お
い
て
は
、
漁
協
支
所

と
の
間
で
改
め
て
ど
の
よ
う

に
集
計
す
る
の
か
と
い
う
取

り
決
め
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
漁
協

は
新
た
に
行
政
代
行
業
務
の

負
担
を
背
負
わ
さ
れ
る
の

で
、
支
所
と
組
合
員
と
の
間

で
の
し
っ
か
り
と
し
た
取
り

決
め
を
交
わ
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
私
の
住
む
北
海
道
で
は
、

組
合
員
が
無
届
け
で
漁
協
の

販
売
事
業
以
外
の
販
路
に
流

す
の
は
「
横
流
し
」
あ
る
い

は
厳
し
い
表
現
で
す
が
「
密

漁
行
為
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
漁
場
の
管
理
責

任
を
有
す
る
漁
協
が
組
合
員

の
水
揚
げ
を
正
確
に
把
握
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
に
繋
が

る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、

組
合
員
が
漁
協
以
外
に
出
荷

す
る
場
合
は
販
売
事
業
を
通

し
て
買
い
戻
す
と
い
う
方
法

が
と
ら
れ
ま
す
。
こ
う
す
れ

ば
組
合
員
全
員
の
水
揚
量
が

漏
れ
な
く
把
握
で
き
、
漁
場

の
使
用
状
況
を
確
実
に
把
握

で
き
、
漁
協
は
漁
場
管
理
の

責
任
を
果
た
せ
ま
す
。
ま
た

新
漁
業
法
下
の
漁
獲
量
の

報
告
義
務
も
容
易
に
果
た
せ

ま
す
。

　
た
だ
そ
の
一
方
で
水
産
庁

は
規
制
改
革
推
進
会
議
か
ら

注
文
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
組

合
員
に
販
売
事
業
を
強
制
す

る
漁
協
に
は
指
導
す
る
と
し

ま
し
た
。
販
売
の
自
由
を
促

せ
と
い
う
の
で
す
。
し
か
し

漁
協
が
代
金
決
済
な
ど
で
販

売
に
関
わ
ら
な
け
れ
ば
組
合

員
の
水
揚
げ
を
早
く
正
確
に

把
握
す
る
の
は
難
渋
を
極
め

る
と
思
い
ま
す
。　

　
こ
の
問
題
を
ぜ
ひ
支
所
に

所
属
す
る
皆
さ
ん
で
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
考
え
て
く
だ

さ
い
。

販
売
の
自
由
 、 ど
う
捉
え
る
 ？
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ど
、
食
育
推
進
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
勤
続
者
表
彰
で
は
、
鈴
木

芳
枝
さ
ん
（
前
唐
桑
支
所
女

性
部
長
）
と
小
山
れ
え
子
さ

ん
（
前
志
津
川
支
所
女
性
部

長
）
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
会
長
任
期
は
２
年
。
内
海

会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
強
い
意
志
を
持
ち
、
今

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
部
員

一
人
一
人
が
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
事
」
と
強
調
し
た
。

　
会
長
を
除
く
役
員
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内

は
所
属
支
所
）。

　
▽
副
会
長
　
三
浦
弘
子

 （歌
津
）、
吉
野
八
重
子
（
石

巻
地
区
）
▽
監
査
委
員
　
後

藤
恵
子
（
志
津
川
・
戸
倉
）、

武
田
寿
子
（
石
巻
市
東
部
）

▽
委
員
　
久
保
田
妙
子
（
志

津
川
）、
阿
部
仲
子
（
網
地

島
）、
佐
藤
順
子
（
七
ヶ

浜
）、
木
村
光
子
（
亘
理
）

め
約
　
人
が
出
席
。
新
型
コ

60

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

を
図
る
た
め
、
会
員
の
出
席

は
役
員
ら
一
部
に
と
ど
め

た
。
　
事
業
計
画
は
漁
協
運
動
の

発
展
と
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
奨
を
基
本
方
針
に
掲
げ

た
。「
私
た
ち
に
　
で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
　
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ
　
コ
ロ
ナ
時
代
の
　

新
し
い
女
性
部
活
動
」
を
合

言
葉
に
、
水
産
物
の
販
売
促

進
や
料
理
教
室
の
開
催
な

要
」
と
感
謝
。

　
定
置
漁
業
協
会
の
大
友
久

義
会
長
（
当
組
合
鳴
瀬
支

所
）
は
「
水
揚
げ
が
激
減
し

て
定
置
網
漁
業
者
も
苦
し
い

が
、
放
流
の
お
か
げ
で
漁
が

で
き
て
い
る
。
有
効
に
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
県
内
の
令
和
２
年
度
秋
サ

ケ
来
遊
数
は
　
万
８
千
尾

18

（
平
成
　
年
度
比
　
％
減
）

30

81

で
、
稚
魚
放
流
数
は
２
５
０

９
万
尾
（
同
　
％
減
）
に
と

53

ど
ま
っ
た
。

画
の
決
議
や

永
年
勤
続
者

表
彰
な
ど
も

行
っ
た
。

　
来
賓
を
含

　
当
組
合
女
性
部
連
絡
協
議

会
は
５
月
　
日
、
今
年
度
の

20

通
常
総
会
を
石
巻
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
い
た
。
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
内
海

や
ゑ
子
会
長
（
塩
釜
市
浦
戸

東
部
支
所
女
性
部
長
）
の
再

任
を
決
め
た
ほ
か
、
事
業
計

女
性
連
通
常
総
会

㊤今年度の事業計画などを決めた総会  ㊦永年勤続者
表彰を受けた唐桑の鈴木さん （左） と志津川の小山さん

　
秋
サ
ケ
の
記
録
的
な
不
漁

で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
県
内

ふ
化
団
体
を
支
援
し
よ
う

と
、
宮
城
県
定
置
漁
業
協
会

は
５
月
　
日
、
宮
城
県
さ
け

19

ま
す
増
殖
協
会
に
５
０
０
万

円
を
寄
付
し
た
。

　
定
置
網
漁
業
者
が
各
水
系

の
増
殖
協
会
に
納
め
る
協
力

金
（
秋
サ
ケ
水
揚
額
の
７

％
）
が
ふ
化
・
放
流
事
業
の

原
資
と
な
る
が
、
令
和
元
年

度
か
ら
続
く
極
度
の
不
漁
に

伴
い
納
入
額
も
減
少
。
県
は

稚
魚
買
い
上
げ
単
価
を
引
き

上
げ
た
が
穴
埋
め
に
は
及
ば

ず
、　
あ
る
ふ
化
団
体
の
経

14

営
は
厳
し
さ
を
増
す
。

　
贈
呈
式
が
東
松
島
市
役
所

で
あ
り
、
寄
付
金
の
目
録
を

受
け
取
っ
た
増
殖
協
会
の
渥

美
巖
会
長
理
事
（
同
市
市

長
）
は
「
伝
統
あ
る
宮
城
の

秋
サ
ケ
漁
を
守
る
義
務
が
あ

る
。
放
流
を
続
け
る
た
め
に

は
ふ
化
場
の
維
持
管
理
が
重

宮
城
県
定
置
漁
業
協
会
  

秋サケ不漁で寄付
ふ化団体に500万円

渥美会長理事 （左） に寄付金の目録を
手渡す大友会長

　
県
産
養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
の
今

季
生
産
は
順
調
に
進
ん
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
巣
ご
も
り

消
費
で
量
販
店
の
販
売
が
活

発
化
。
国
の
地
理
的
表
示

 （Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
登
録
の

活
じ
め
ブ
ラ
ン
ド
「
み
や
ぎ

サ
ー
モ
ン
」
の
取
引
も
相
次

い
だ
。

　
漁
場
環
境
に
恵
ま
れ
た

今
季
は
目
立
っ
た
へ
い
死

も
な
く
、
安
定
的
な
水
揚
げ

 内
海
会
長
を
再
任

コ
ロ
ナ
禍
で
も
 「
 強

い
意
志
を
 」
 

2年度（当期）令和元年度30年度平成29年度項　　目区　分

△2,59485,257△7,698323,194事業利益

財　務

114,474225,974134,845449,019経常利益

113,648252,318169,991651,900当期剰余金

80,950,97093,653,14298,478,192103,574,611総　資　産

5,893,3275,931,3615,808,02612,443,720純　資　産

16.65％14.96%14.31%32.48%単体自己資本比率

70,667,70283,404,20887,946,39886,308,772貯　　　金

信用事業 57,467,21669,239,50773,773,66677,530,796預　け　金

12,082,17212,567,18212,720,48314,720,495貸　出　金

53,335,30057,346,40060,704,29764,750,420長期共済保有高
共済事業

45,800,00049,406,16048,310,81049,820,690短期共済契約高

2,555,6282,868,0663,525,8952,845,406石油類供給高
購買事業

4,203,2214,317,2634,343,3945,185,067資材類等供給高

24,701,22729,129,10929,781,25734,279,895受託販売取扱高
販売事業

1,343,3971,252,710955,7431,987,269買取販売高

当該事業年度および直前３事業年度の
事業成績ならびに財産および損益の状況

【 1面参照】
（令和２年度「業務報告書」から。単位・千円） 

高鮮度で需要増

巣ごもり追い風

活発な水揚げが続いた養殖ギンザケ

み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン



（３） 令和3年・夏海 と 共 に広　報

孫の莉央さんと。保
冷庫の絵は屋号の弁
天丸にちなみ震災ボ
ランティアが描いて
くれた

　
大
阪
出
身
の
三
浦
さ
ん

は
、
大
学
卒
業
後
入
社
し
た

会
社
を
間
も
な
く
辞
め
て
し

ま
っ
た
。「
そ
も
そ
も
自
分

が
や
り
た
い
こ
と
を
真
剣
に

考
え
て
い
な
か
っ
た
。
な
ん

と
な
く
就
職
活
動
を
し
て
採

用
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
入
っ

た
け
れ
ど
、
何
か
こ
れ
じ
ゃ

な
い
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
」。

　
学
生
時
代
か
ら
第
１
次
産

業
に
興
味
が
あ
り
、
魚
を
さ

ば
い
た
り
食
べ
た
り
す
る
こ

と
も
好
き
だ
っ
た
た
め
、
漁

業
の
道
を
模
索
し
始
め
た
。

あ
ち
こ
ち
の
漁
業
就
業
説
明

会
な
ど
に
出
か
け
た
け
れ

ど
、
何
か
決
め
手
に
欠
け

る
。
そ
ん
な
と
き
に
見
つ
け

た
の
が
、
石
巻
の
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
サ

イ
ト
。
ほ
か
の
漁
師
募
集
と

は
違
っ
た
発
信
の
方
法
に
引

か
れ
、
連
絡
を
し
て
み
た
。

　
そ
の
年
の
７
月
、
漁
師
の

仕
事
を
体
験
す
る
漁
師
学
校

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
参

加
し
て
み
る
こ
と
に
。
そ
れ

が
雄
勝
で
の
ギ
ン
ザ
ケ
養
殖

体
験
で
あ
り
、 そ
の
講
師
が
、

現
在
の
親
方
佐
藤
一
さ
ん
だ

っ
た
。
佐
藤
さ
ん
は
ホ
タ

テ
、
ホ
ヤ
、
カ
キ
、
ギ
ン
ザ

ケ
、
秋
サ
ケ
定
置
と
、
雄
勝

で
で
き
る
漁
業
の
ほ
ぼ
全
て

を
営
ん
で
い
る
。
た
っ
た
１

泊
２
日
の
体
験
だ
っ
た
が
、

漁
師
の
仕
事
、
そ
の
魅
力
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
漁
業
に
養
殖
と
い
う
方

法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
佐

藤
さ
ん
の
漁
業
の
仕
方
や
人

柄
に
引
か
れ
て
「
仕
事
を
さ

せ
て
ほ
し
い
」
と
直
談
判
。

従
業
員
を
募
集
し
て
い
た
わ

け
で
も
な
か
っ
た
が
「
と
り

あ
え
ず
来
て
み
れ
ば
？
」 と

言
っ
て
も
ら
え
た
。

　
「
一
さ
ん
の
と
こ
ろ
な
ら

養
殖
種
の
多
く
を
学
べ
る

し
、
安
定
的
な
経
営
を
し
て

い
る
こ
と
も
魅
力
だ
っ
た
。

い
つ
か
独
立
し
た
い
と
い
う

自
分
の
気
持
ち
も
理
解
し
て

く
れ
た
」 と
三
浦
さ
ん
。
空

い
て
い
た
災
害
公
営
住
宅
に

入
居
で
き
、
そ
れ
ま
で
一
度

も
来
た
こ
と
が
な
か
っ
た
雄

勝
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

ホ
ヤ
な
ど
、
食
べ
た
こ
と
も

な
か
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
４
年
。
お
よ
そ

の
仕
事
は
覚
え
、
昨
年
９
月

に
は
正
組
合
員
の
資
格
も
取

得
。　
月
か
ら
　
月
は
、
秋

10

12

サ
ケ
に
始
ま
り
ギ
ン
ザ
ケ
の

稚
魚
や
ホ
タ
テ
稚
貝
の
投
入

な
ど
が
重
な
り
、
目
が
回
る

ほ
ど
忙
し
い
。
体
力
仕
事
は

覚
悟
の
う
え
だ
っ
た
が
、
体

を
使
う
の
は
好
き
。
何
を
隠

そ
う
三
浦
さ
ん
の
趣
味
は
筋

ト
レ
で
、
た
い
そ
う
な
筋
ト

レ
器
具
セ
ッ
ト
と
と
も
に
や

っ
て
来
た
の
だ
。

　
「
も
と
も
と
ほ
か
の
土
地

か
ら
来
た
新
規
就
業
希
望
者

を
受
け
入
れ
る
体
制
は
な
か

っ
た
」
と
言
う
の
は
阿
部
貴

之
支
所
長
。 「ど
う
せ
続
か
な

い
の
で
は
」
と
い
う
厳
し
い

目
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

 「だ
け
ど
三
浦
君
は
、
自
分

か
ら
積
極
的
に
声
を
か
け
、

ど
ん
ど
ん
入
り
込
ん
で
い
っ

た
。
な
か
な
か
越
え
ら
れ
な

い
壁
を
越
え
て
、
い
い
意
味

で
予
想
を
裏
切
り
、
浜
の
人

た
ち
か
ら
の
信
頼
を
得
、
後

押
し
し
て
も
ら
え
る
ま
で
に

な
っ
た
。
な
か
な
か
で
き
る

こ
と
じ
ゃ
な
い
」
と
感
心
す

る
。
三
浦
さ
ん
の
ほ
う
は

「
親
方
に
も
地
域
の
人
に
も

感
謝
し
か
な
い
」
と
話
す
。

　
大
き
な
不
安
も
な
い
。

「
い
つ
か
海
の
環
境
が
変
わ

っ
て
、
今
ま
で
の
や
り
方
が

通
用
し
な
い
と
き
が
来
る
か

も
し
れ
な
い
。
で
も
そ
れ
は

そ
の
と
き
に
対
応
す
る
し
か

な
い
」。
気
負
い
も
な
く
自

然
体
で
、
で
も
ま
っ
す
ぐ
で

一
生
懸
命
。
そ
ん
な
憎
め
な

い
人
柄
で
、
浜
で
認
め
ら
れ

た
「
よ
そ
か
ら
来
た
若
者
」

の
第
一
号
と
な
っ
た
。

　
今
年
春
か
ら
、
ジ
ャ
ッ

ク
ス
保
証
型
ロ
ー
ン
の
仮

審
査
申
し
込
み
が
ウ
ェ
ブ

（
Ｗ
ｅ
ｂ
）
で
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
待
ち

時
間
０
分
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
上
か

ら
い
つ
で
も
簡
単
に
手
続

き
可
能
で
す
。
最
大
１
・

０
％
の
金
利
優
遇
も
受
け

ら
れ
ま
す
。
組
合
員
の
ニ

ー
ズ
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か

つ
お
得
に
応
え
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
の
は
マ
イ

カ
ー
ロ
ー
ン
、
教
育
ロ
ー

ン
、 フ
リ
ー
ロ
ー
ン
。 当
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ

画
面
の
「
ロ
ー
ン
Ｗ
ｅ
ｂ

申
し
込
み
」
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
画
面
指
示
に
従

っ
て
手
続
き
す
る
だ
け
で

す
。 仮
審
査
結
果
は
後
日
、

電
話
な
ど
で
通
知
。
金
融

セ
ン
タ
ー
に
来
所
し
て
必

要
書
類
を
提
出
す
る
と
本

申
し
込
み
完
了
で
す
。

　
通
常
金
利
は
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
２
・
８
％
、 教
育
ロ

ー
ン
２
・
６
％
、 フ
リ
ー
ロ

　
後
継
者
が
い
な
く
て
廃
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
漁
家
も

少
な
く
な
い
中
、
婿
を
と
っ

て
家
業
を
守
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
そ
れ
も
３
代
続

け
て
と
い
う
か
ら
珍
し
い
。

　
安
藤
家
の
１
代
目
の
お
婿

さ
ん
は
す
ぐ
近
く
の
家
か
ら

婿
入
り
し
た
。
以
降
家
族
で

カ
キ
養
殖
に
励
み
、
昨
年
　91

歳
で
大
往
生
し
た
。

　
２
代
目
お
婿
さ
ん
の
春
造

さ
ん
は
牡
鹿
半
島
の
先
の
網

地
島
出
身
。
縁
あ
っ
て
安
藤

家
の
三
人
娘
の
一
人
祥
子
さ

ん
の
お
婿
さ
ん
に
と
の
話
が

持
ち
上
が
っ
た
。
三
男
の
春

造
さ
ん
は
兄
た
ち
同
様
北
洋

ト
ロ
ー
ル
や
巻
き
網
な
ど
の

大
型
船
に
乗
っ
て
い
た
。

　
６
月
の
休
漁
期
間
に
お
見

合
い
を
し
、
デ
ー
ト
を
す
る

こ
と
に
。
石
巻
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
に
出
か
け
た
と
き
、
経

験
し
た
こ
と
も
な
い
大
き
な

地
震
に
襲
わ
れ
た
。
６
・
　12

宮
城
県
沖
地
震
だ
。
祥
子
さ

ん
は
倒
れ
て
き
た
自
動
販
売

機
の
下
敷
き
に
な
り
、
足
を

複
雑
骨
折
。
３
カ
月
も
の
入

院
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
毎
日
病
院
に
見
舞
い
に
行

っ
た
春
造
さ
ん
。
し
か
し
８

月
に
入
り
、
ま
た
船
に
乗
ら

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ

た
。
け
が
人
を
放
っ
て
行
っ

て
し
ま
え
ば
こ
の
話
も
ど
う

な
る
か
な
、
と
後
ろ
髪
を
引

か
れ
つ
つ
船
に
乗
っ
た
が
、

間
も
な
く
ほ
か
の
船
と
衝
突

し
、
沈
没
。
乗
組
員
は
全
員

救
助
さ
れ
た
が
、
再
び
船
を

造
る
間
、
休
み
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
ま
た
毎
日
祥
子
さ

ん
を
見
舞
い
、
今
に
至
る
。

　
結
婚
後
も
十
数
年
は
遠
洋

の
大
型
船
に
乗
り
続
け
、
妻

の
両
親
が
年
を
と
り
、
家
業

を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
船
を
下
り
た
。 先
日
、

た
ま
た
ま
ラ
ジ
オ
か
ら
、

６
・
　
地
震
か
ら
　
年
と
聞

12

43

こ
え
て
き
た
と
い
う
。　
年
43

た
っ
た
今
も
、
春
造
さ
ん
の

優
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。

　
春
造
さ
ん
夫
妻
の
間
の
三

人
娘
の
長
女
千
春
さ
ん
は
、

震
災
後
に
結
婚
。
夫
の
勝
也

さ
ん
は
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

だ
っ
た
が
、
春
造
さ
ん
が
高

台
に
家
を
建
て
た
の
を
機

に
、
３
代
目
お
婿
さ
ん
と
し

て
浜
に
来
た
。

　
千
春
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら

お
じ
い
さ
ん
に
「
お
ま
え
が

婿
を
と
っ
て
家
を
継
ぐ
ん
だ

ぞ
」
と
言
わ
れ
て
育
っ
た
。

何
が
何
で
も
と
気
負
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
密
か

に
「
ゆ
く
ゆ
く
は
」
と
思
っ

て
い
た
と
笑
う
。「（
勝
也
さ

ん
は
）
最
初
は
抵
抗
あ
っ
た

み
た
い
だ
け
ど
、
諦
め
た
み

た
い
」
だ
そ
う
だ
。

　
そ
れ
か
ら
６
年
。
現
在
祥

子
さ
ん
の
母
を
含
め
４
世
代

６
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
海

の
仕
事
は
春
造
さ
ん
が
教
え

た
。
カ
キ
養
殖
の
ほ
か
に
、

勝
也
さ
ん
と
２
人
で
船
に
乗

り
コ
ウ
ナ
ゴ
や
ア
ナ
ゴ
も
獲

っ
て
い
る
。
来
た
当
初
は
婿

３
代
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
諦
め
て
」
や
っ
て
来
た
３

代
目
婿
の
勝
也
さ
ん
も
、
今

は
海
の
仕
事
が
「
楽
し
い
」

と
言
っ
て
い
る
と
か
。

　
「
婿
と
い
う
の
は
、
家
に

帰
っ
て
も
何
か
と
気
を
遣

う
。
今
の
勝
也
く
ん
の
気
持

ち
は
、
私
が
若
い
と
き
の
よ

う
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
か
な
」。

婿
の
立
場
も
わ
か
る
春
造
さ

ん
は
頼
れ
る
存
在
だ
。

　
千
春
さ
ん
と
勝
也
さ
ん
の

一
粒
種
は
９
歳
の
莉
央
さ

ん
。「
な
ぜ
か
わ
か
ら
な
い

け
ど
、
孫
も
女
の
子
だ
け
な

ん
だ
わ
。
は
っ
は
っ
は
」。

　
息
子
が
い
な
け
れ
ば
婿
を

と
っ
て
家
を
守
る
。
あ
る
意

味
持
続
的
な
暮
ら
し
を
、
ご

く
自
然
に
、
誰
も
無
理
せ
ず

選
ん
で
い
る
。
家
族
で
オ
カ

仕
事
を
し
な
が
ら
ほ
が
ら
か

に
話
し
て
く
れ
た
。

表浜支所　安藤春造さん

Ｗ ｅ ｂ でローン仮審査　 

来所不要 、 金利優遇も

カ
キ
漁
家
を
つ
な
い
だ
   

   ３
代
の
お
婿
さ
ん
た
ち

ー
ン
４
・
５
％
で
す
が
、 Ｗ

ｅ
ｂ
で
仮
審
査
の
申
し
込

み
を
す
る
と
０
・
２
％
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
金
利

優
遇
条
件
は
ほ
か
に
水
揚

げ
販
売
代
金
の
振
込
口
座

指
定
や
、
定
期
積
金
の
契

約
な
ど
が
あ
り
、
全
５
項

目
を
満
た
せ
ば
貸
出
金
利

は
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
１
・

８
％
、 教
育
ロ
ー
ン
１
・
６

％
、 フ
リ
ー
ロ
ー
ン
３
・
５

％
と
さ
ら
に
お
得
で
す
。

　
現
在
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン

や
教
育
ロ
ー
ン
を
組
ん
で

い
る
人
は
上
手
に
借
り
換

え
れ
ば
返
済
負
担
を
減
ら

せ
ま
す
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
、

多
目
的
ロ
ー
ン
、
無
担
保

住
宅
借
換
ロ
ー
ン
の
申
し

込
み
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
実
施
し

て
い
な
い
た
め
、
直
接
金

融
セ
ン
タ
ー
に
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
支

所
ま
た
は
金
融
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

雄勝町雄勝湾支所   三浦大輝さん （26）

信
用
共
済
部

組
合
か
ら
の

 組
合
か
ら
の
おお
知知
らら
せせ

 
「
 や

り
た
い
こ
と
 」 見

つ
け
 

浜
の
信
頼
を
得
る
ま
で
に

ギンザケの選別作業。
いい魚に育て上げて
出荷したときの喜び
はひとしお



（４）海 と 共 に広　報 令和3年・夏

　
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
風
光
明

媚
な
浦
戸
諸
島
の
、
寒
風
沢

島
と
朴
島
を
管
轄
し
て
い

る
。
寒
風
沢
島
に
は
広
い
田

　
網
地
島
は
牡
鹿
半
島
鮎
川

沖
約
４
㌔
に
あ
る
島
。
長
渡

と
網
地
、 ２
つ
の
浜
が
あ
る
。

　
こ
こ
の
ギ
ン
ザ
ケ
は
潮
の

っ
て
い
た
人
が
引
退
し
て
、

島
で
小
規
模
な
漁
船
漁
業
を

始
め
た
り
も
し
て
い
る
。

　
現
在
　
～
　
代
の
人
た
ち

30

40

を
中
心
に
青
年
部
を
立
ち
上

げ
て
い
る
最
中
で
、
磯
焼
け

対
策
も
彼
ら
が
中
心
に
行
っ

て
き
た
。「
海
に
興
味
を
も

っ
た
若
い
人
た
ち
が
、
多
く

は
な
い
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
島
に

移
住
す
る
よ
う
に
な
り
心
強

い
。
こ
れ
だ
け
の
メ
ン
バ
ー

速
い
外
洋
で
育
て
て
い
る
。

大
き
な
施
設
は
つ
く
れ
ず
作

業
に
も
困
難
が
あ
る
が
、
潮

流
に
も
ま
れ
て
い
る
た
め
身

が
し
ま
っ
て
お
い
し
い
と
評

判
。
阿
部
教
郎
運
営
委
員
長

も
ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
を
営
ん
で

い
る
。
海
が
荒
く
海
藻
な
ど

が
絡
み
つ
く
の
で
、
い
け
す

の
網
を
こ
ま
め
に
交
換
し
潮

通
し
を
よ
く
す
る
よ
う
、
ま

た
過
密
に
な
ら
な
い
よ
う
気

い
る
と
阿
部
運
営
委
員
長
は

言
う
。
原
因
は
磯
焼
け
。
木

村
貴
秀
支
所
長
も
、
震
災
前

か
ら
深
刻
だ
っ
た
と
話
す
。

　
藻
場
回
復
の
た
め
に
ウ

ニ
の
駆
除
を
行
う
ほ
か
、

天
然
ワ
カ
メ
を
刈
ら
ず
胞
子

を
出
さ
せ
る
取
り
組
み
な
ど

も
続
け
て
い
る
。
昨
年
か
ら

は
ア
ラ
メ
を
試
験
的
に
種
付

け
し
、
藻
場
に
定
着
さ
せ
る

予
定
で
中
間
育
成
し
て
い

る
。
こ
の
試
み
で
は
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
事
業
に
手
を
上
げ

て
い
て
、
採
択
さ
れ
れ
ば
施

設
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
後
継
者
問
題
も
あ
る
が
、

現
在
ギ
ン
ザ
ケ
の
４
経
営
体

と
も
後
継
ぎ
が
育
っ
て
い

る
。
県
外
か
ら
来
て
海
の
仕

事
を
手
伝
い
、
独
立
し
た
人

も
い
る
し
、
大
き
な
船
に
乗

網地島支所　組合員数162人（正58人、准
104人）。職員は４人。販売取扱高は令和２
年度で約２億7000万円。その約95％を養殖
ギンザケが占める。アワビや、天然のフノ
リ、ヒジキなどの採介草漁業も行われ、ほか
に共同経営の定置などもある。

 
網
地
島
   

塩
釜
市
浦
戸
東
部

 

支
所
を
訪
ね
て

を
配
っ
て
い
る
と
い
う
。
ギ

ン
ザ
ケ
を
営
む
４
経
営
体
い

ず
れ
も
環
境
に
配
慮
し
た
養

殖
を
徹
底
し
、
２
つ
は
こ
の

５
月
に
Ｍ
Ｅ
Ｌ
認
証
も
取
得

し
た
。

　
ア
ワ
ビ
も
重
要
な
魚
種
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
初
夏
の
開

口
を
諦
め
、
秋
～
冬
の
開
口

時
期
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、

水
揚
げ
は
大
幅
に
減
っ
た
。

資
源
も
目
に
見
え
て
減
っ
て

カ
レ
ッ
ジ
を
行
っ
た
こ
と
も

あ
る
そ
う
だ
が
、
１
日
７
～

８
便
の
定
期
船
が
往
復
し
て

い
る
恵
ま
れ
た
ア
ク
セ
ス
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
島
と
い
う

と
敬
遠
す
る
人
も
多
か
っ
た

と
い
う
。
そ
も
そ
も
島
民
自

体
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

て
、
塩
竈
の
施
設
に
移
っ
て

い
く
人
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
ん
な
中
で
明
る
い
兆
し

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
か

ら
新
規
着
業
し
た
若
者
と
、

そ
れ
に
続
く
人
が
出
て
い
る

こ
と
（
令
和
３
年
春
号
「
こ

の
人
こ
の
浜
」
に
掲
載
）。

浜
に
希
望
の
光
が
と
も
っ
て

い
る
。
内
海
支
所
長
は
、

「
単
独
で
募
集
を
し
た
り
す

る
の
は
難
し
い
の
で
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
よ
う
に
、

行
政
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
若

い
就
業
希
望
者
に
来
て
も

ら
え
れ
ば
浜
も
活
気
づ
く
」

と
期
待
す
る
。
就
業
希
望
者

の
ほ
う
も
、
３
年
と
い
う
時

間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と

仕
事
を
覚
え
、
浜
に
な
じ

み
、
就
業
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
昨
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
以
前

は
農
協
や
商
工
会
議
所
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ん
で
も
ら

い
、
島
の
カ
キ
を
販
売
し
て

好
評
を
得
て
き
た
。「
お
い

し
い
お
い
し
い
と
、
毎
年
楽

し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ
る

人
も
い
る
。
早
く
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
き
、
島
の
カ
キ
を
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
内
海

副
運
営
委
員
長
。
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
、
以
前
の
よ
う
に
安

心
し
て
大
い
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る

日
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

阿
部
教
郎
運
営
委
員
長

木
村
貴
秀
支
所
長

園
地
帯
が
広
が
る
。
塩
竈
市

で
田
ん
ぼ
が
あ
る
の
は
、
神

社
の
祭
田
を
除
け
ば
こ
こ
だ

け
と
い
う
。
朴
島
に
は
、
菜

の
花
（
仙
台
白
菜
ま
た
は
松

島
白
菜
と
い
う
）
畑
が
広
が

り
、
種
を
採
っ
て
い
る
。
歴

史
も
個
性
も
あ
る
魅
力
的
な

島
々
だ
。
震
災
前
は
ノ
リ
と

カ
キ
が
漁
業
の
要
だ
っ
た

が
、
ノ
リ
養
殖
を
し
て
い
た

人
た
ち
は
、
震
災
時
　
代
後

60

半
か
ら
　
代
だ
っ
た
た
め
、

70

再
建
を
断
念
し
た
。

　
カ
キ
は
６
月
末
に
延
縄
の

い
か
だ
を
投
入
し
て
、　
月
10

頭
に
は
む
き
始
め
る
。
手
間

を
惜
し
ま
ず
沖
だ
し
を
し
て

育
て
る
た
め
、「
湾
内
の
カ

キ
に
し
て
は
身
入
り
が
よ

く
、
身
が
し
ま
っ
て
甘
く
お

い
し
い
」
と
、
内
海
光
雄
副

運
営
委
員
長
も
内
海
晃
文
支

所
長
も
自
信
を
も
つ
。

　
漁
船
漁
業
も
、
６
隻
が
操

業
し
、 カ
レ
イ
や
ヒ
ラ
メ
、 タ

ラ
、
シ
ラ
ウ
オ
な
ど
を
獲
っ

て
い
る
。
ハ
モ
か
ご
や
タ
コ

か
ご
、
そ
の
他
ワ
カ
メ
養
殖

や
ギ
バ
サ
（
ア
カ
モ
ク
）
の

刈
り
取
り
も
行
っ
て
い
る
。

　
ほ
か
に
七
ヶ
浜
の
水
産
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
ア
ワ

ビ
の
稚
貝
を
購
入
し
て
毎
年

放
流
し
て
い
る
が
、
漁
獲
サ

イ
ズ
ま
で
成
長
し
て
い
る
も

の
が
少
な
い
の
が
現
状
。
こ

こ
数
年
タ
コ
が
豊
漁
の
た

め
、
タ
コ
に
食
べ
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
が
、
稚
貝
は
そ
こ
そ
こ

見
え
て
い
る
の
で
、
数
年
後

に
期
待
し
た
い
と
い
う
。

　
「
規
模
が
小
さ
い
の
で
、

組
合
員
と
支
所
の
距
離
が
近

い
」
と
内
海
支
所
長
。
ち
ょ

塩釜市浦戸東部支所　組合員数39人（正18
人、 准21人）。職員は２人。販売取扱高の８
割ほどがカキ養殖で、種ガキや漁船漁業も盛
ん。令和２年度はコロナ禍の影響を受け、カ
キの水揚げは前年の６割ほどに減少。魚価も
安く、全体で約3232万円と落ち込んだ。

内
海
光
雄
副
運
営
委
員
長

内
海
晃
文
支
所
長

ふ
っ
く
ら
甘
い
カ
キ
に
フ
ァ
ン
も
多
く

荒
波
に
も
ま
れ
身
の
し
ま
っ
た
ギ
ン
ザ
ケ

た
人
か
ら
引
退
し
て
い
っ
た

と
い
う
。
本
来
な
ら
ま
だ
続

け
た
か
っ
た
人
た
ち
だ
。
お

ま
け
に
そ
ん
な
日
は
定
期
船

も
長
渡
を
素
通
り
す
る
。

　
「
島
の
玄
関
口
が
こ
れ
で

は
過
疎
化
が
進
む
」、
そ
し

て
「
漁
業
の
島
で
船
を
係
留

で
き
な
い
の
で
は
話
に
な
ら

な
い
」
と
阿
部
運
営
委
員

長
。
諦
め
ず
行
政
に
働
き
掛

け
た
い
と
し
て
い
る
。「
若

い
人
た
ち
は
非
常
に
や
る
気

が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
だ
け

の
漁
場
も
あ
る
の
に
も
っ
た

い
な
い
。
港
さ
え
よ
け
れ
ば

繁
栄
す
る
」
と
訴
え
る
。

　
「
浜
が
潤
わ
な
い
と
漁
協

も
潤
わ
な
い
。
組
合
員
の
た

め
の
漁
協
。
そ
の
お
手
伝
い

を
し
た
い
」。
木
村
支
所
長

も
、
島
の
発
展
を
強
く
願
っ

て
い
る
。

い
も
の
、
島
で
採
れ
な
い
野

菜
や
果
物
、
乳
製
品
な
ど
を

中
心
に
注
文
を
取
っ
て
各
家

ま
で
配
達
。
高
齢
者
宅
の
見

守
り
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　
悲
願
は
長
渡
港
の
整
備
。

も
ろ
に
う
ね
り
が
入
り
船
を

係
留
し
て
お
け
な
い
の
だ
。

常
に
陸
揚
げ
し
、
低
気
圧
が

来
れ
ば
鮎
川
港
に
避
難
さ
せ

て
き
た
が
、
行
っ
た
り
来
た

り
に
疲
れ
果
て
、
歳
の
い
っ

　
当
組
合
は
高
級
魚
ホ
シ
ガ

レ
イ
の
資
源
造
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
北
・
中
・
南
部

各
地
区
の
栽
培
漁
業
関
連

団
体
が
中
心
と
な
り
、
今

季
は
県
全
体
で
稚
魚
　
万
尾

10

を
中
間
育
成
し
て
放
流
。
漁

業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な

げ
る
。

　
事
業
は
４
年
目
。
水
産
研

究
・
教
育
機
構
水
産
技
術
研

究
所
宮
古
庁
舎
（
岩
手
県
宮

古
市
）
か
ら
５
月
中
旬
、
体

長
　
㍉
前
後
の
稚
魚
を
唐
桑

60
支
所
と
寄
磯
前
網
支
所
が
各

２
万
２
５
０
０
尾
、
志
津
川

支
所
戸
倉
出
張
所
が
１
万
８

千
尾
、
七
ヶ
浜
支
所
が
１
万

３
５
０
０
尾
受
け
入
れ
た
。

　
組
合
員
と
職
員
ら
が
給
餌

や
水
温
管
理
な
ど
を
行
い
、

放
流
サ
イ
ズ
の
　
㍉
ま
で
育

80

成
。
昨
季
相
次
い
だ
原
因
不

明
の
死
滅
も
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
ず
、
７
月
ま
で
に
順
次
、

放
流
を
終
え
た
。
県
内
で
は

ほ
か
に
牡
鹿
漁
協
が
１
万
８

０
０
尾
、
水
産
振
興
協
会
が

１
万
２
７
０
０
尾
の
稚
魚
を

引
き
受
け
た
。
放
流
後
、
２

～
３
年
で
漁
獲
で
き
る
　
㌢
30

ほ
ど
に
成
長
す
る
。

　
ま
た
、
ア
ワ
ビ
資
源
の
早

期
回
復
に
も
努
め
て
い
る
。

県
内
の
年
間
漁
獲
量
は
　
㌧
60

ほ
ど
で
、
東
日
本
大
震
災
前

の
４
割
程
度
。
今
季
は
当
組

合
　
支
所
と
牡
鹿
漁
協
が
計

18
約
１
０
０
万
個
の
稚
貝
を
受

け
入
れ
た
。
放
流
は
８
月
ま

で
に
完
了
す
る
計
画
。

　
震
災
で
途
絶
え
て
い
た

県
産
稚
貝
の
放
流
が
平
成

　
年
度
に
再
開
。
３
～
５
年

29で
漁
獲
可
能
な
直
径
９
㌢

ま
で
成
長
す
る
と
さ
れ
る

が
、
近
年
は
磯
焼
け
に
よ
る

餌
不
足
や
海
水
温
上
昇
な
ど

ホシガレイ10万尾放流

安定的漁獲へ中間育成
県支援受けアワビ稚貝も

っ
と
し
た
情
報
交
換
や

相
談
な
ど
、
組
合
員
は

ち
ょ
く
ち
ょ
く
支
所
に

顔
を
出
す
と
い
う
。

　
課
題
は
他
に
違
え
ず

組
合
員
の
高
齢
化
と
、

そ
れ
に
よ
る
減
少
。
現

在
、　
代
の
若
者
２
人

30

を
除
け
ば
、
正
組
合
員

で
は
最
年
少
で
　
代
後

50

半
。
以
前
東
松
島
市
と

塩
竈
市
が
合
同
で
漁
師

で
漁
獲
ま
で
さ
ら

に
時
間
が
か
か
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

県
は
漁
業
者
に
稚

貝
を
一
部
無
償
配

布
す
る
な
ど
の
支

援
事
業
を
令
和
４

年
度
ま
で
継
続
す

る
見
込
み
。

中
間
育
成
後
の

ホ
シ
ガ
レ
イ
を

海
に
放
つ
地
元

小
学
生
（
７
月

２
日
、
寄
磯
前

網
支
所
前
岸
壁
）

が
い
れ
ば
そ
れ
な
り
の
こ
と

が
で
き
る
」
と
阿
部
運
営
委

員
長
は
期
待
す
る
。

　
女
性
部
は
震
災
後
、
被
災

し
た
移
動
販
売
業
者
の
代
わ

り
に
、
日
用
品
や
食
料
品
の

注
文
を
島
民
か
ら
取
っ
て
定

期
船
で
運
ん
で
も
ら
い
、
島

の
生
活
を
支
え
て
き
た
。
食

料
品
店
が
数
軒
復
活
し
た
現

在
も
、
そ
こ
で
売
っ
て
い
な

ギンザケの選別作業

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
経
て
新

規
着
業
し
た
青
野
友
樹
さ
ん
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